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■ 巻 頭 言

壷 の 中

会 長 城 守

ある教師の文に、「教師は新任してすぐ先生と呼ばれる。クラスや授業において、一人で自由に

自分勝手に振舞う。外から見えない限られた空間、即ち“タコ壷の中の王様”である。そしてタ

コ壷の口から見える空を空の総てと信じている。それが大空のほんの一部でしかないことを知ら

ないし、また知ろうともしない。」という趣旨のことが書いてあった。

教師の単語を医師に、クラス・授業を診察室に置き換えて、一般の人に読んでもらったとき、

人々は素直に医師のことと思うのではないだろうか。教育界と医療界の独特の閉鎖性は長いこと

指摘されてきた。この教師の文を医療界のこととして受け止め考えてみたい。

医師の裁量権という名の元に、ＥＢＭおよび保険診療基準に基づかない勝手な診療が行われる

可能性がある。特に一人で診療している医師は常にこのピットホールに留意しなければならない。

医学書、医学雑誌など文献による勉学だけでなく、講習会、研修会など積極的に参加し、医師同

士の交流による文書では得られないノウハウの集積も独善を防ぐ方法のひとつである。

口の小さい壷は外から中は見えにくい。本年４月より施行された個人情報保護法は、情報の保

護と開示の両者を義務付けている。口の蓋を閉め情報を保護し、一方では患者個人には蓋を開け

積極的に応じる義務がある。

壷の中に住む医師は、口から首を出し、あるいは外に出て、壷の外の状況を常に把握する必要

がある。これは医学に関することだけではなく、医療・福祉情勢、社会状況などについても同様

に心掛けなければ時代に即応できない。

後漢の費長房が、市中で薬を売る老翁が売り終わると、店頭に懸けた壷中に入るのを楼上から

見た。長房は老人に頼んで壷中に入ったところ、宮殿楼閣をなし、山海の珍味が満ちていたとい

う。これを“壷中の天”といい、俗界と離れた別天地を意味する（大辞林：松村明編；三省堂）。

医療と関係のない人々は、医師の生活は“壷中の天”と想像しているらしい。夜も休日も家族を

巻き込んで気の休まらぬ日々を暮らしている開業医も、病院に泊まりこみ子どもの寝顔しか会え

ない勤務医も、一般の人々は医師を経済的にも、精神的にも非常に恵まれた特殊な人たちとステ

レオタイプに考えている。特に北海道のように、大企業の役員、優良企業経営者、文化人、芸能

人などが少ない地域では、毎年高額所得者番付に医師が並ぶことになる。益々その偏見が増幅さ

れている。

医師会に対する見方も偏っている。いわゆる欲張り村の村長の集まりで、自分たちの利益のこ

としか考えていない、と。そのような先入観を打破するためにも、日々の診療を通じては勿論の

こと、救急医療、産業医・学校医、健診・予防接種事業、市民健康・糖尿病教室などの活動によ

り、市民へ様々なメッセージを伝えることなどが大切である。これらを積極的に続けることによ

り、市民の医師と医師会への理解は深まるものと思われる。

“壷に入る”とは、“未熟者が後に残される”という意味とか。医師も医師会も医学や医療の急

速な進歩、そして社会の急激な変革に取り残されぬようにしなければならない。
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会 長 就 任 ご 挨 拶

城 守

小樽市医師会第126回定時総会において会長に選出されました。

髙橋昭三前会長は、卓越した先見性と指導力により、５期10年にわたり医師会会務を執

行されてまいりました。このような秀でた会長の後を受けて、その職に就く任の重さを痛

感しております。幸いにして、両副会長を初めとして、実行力と活力を持つ優秀な役員が

選出されましたので、その方々の協力と助力を得て任期２年を全うしたいと思っております。

小泉首相の推進している構造改革構想は、直接的には医療法および介護保険法の改定、

間接的には三位一体改革による国から地方自治体への税源と権限委譲によって、医療福祉

制度を根本的に変えようとしています。この改革は改良ではなく改悪です。世界一ともい

われる公的医療保険制度を崩壊させ、不十分な福祉制度をさらに縮小しようとしています。

国から地方自治体の分権（自立）を目指して、事務・権限の委譲が国から都府県に、さ

らに道から市町村自治体へと徐々に行われます。しかし、それに見合う税源の委譲は行わ

ないため、当然のことながら、地方自治体での事業は制限せざるをえなくなります。首長

は限られた財源の配分をどのように行うか、医師会としては特に医療福祉分野に関して注

視すると共に、その計画段階で参画する必要があります。

現時点で新築するかどうか決定されておりませんが、市立小樽病院新築によって小樽後

志の地域医療の在り方は大きく変わるものと考えます。市税により建築・運営される市立

病院は市民の医療には何が必要であり、どのような運営を行うべきかを第一義として立案

すべきです。地域医療を担う医師会は、市立病院が民間医療機関では出来ない公的役割を

果たす一つの医療機関として新築されるものと期待しております。

奥芝、髙橋両会長の推進してこられた、医の倫理、生涯教育は益々重要性を増してきて

います。市民の医師・医師会への見る目は厳しく、些細な事であっても、時と場合によっ

ては、不信感を招き、医事紛争にさえ発展しかねます。常に、医の倫理に則り、医療の安

全に心掛け、医学の学習に努力することが大切と考えております。

開かれた医師会として、市民に情報を発信し、市民と共に考え学ぶ、それによって市民

と医師の信頼関係が確立され、地域医療の発展につながるものと思っております。

会員の皆様方の更なるご協力、ご助言をお願い致します。

新役員挨拶
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副 会 長 就 任 ご 挨 拶

津 田 哲 哉

この度、第126回定時総会において、副会長に推挙され就任いたしました。

振り返れば、学校保健部担当理事に就任し、６年間後、総務部担当理事として８年間、

計14年間過ぎ、城新会長に次いで、役員経験が長くなってしまいました。この間、奥芝元

会長、髙橋前会長のご指導の基で、ただただ、実務をやってきたという意識しかありませ

ん。この間、いつも考えますことは、小生より優秀な人材が医師会内にはいらっしゃるの

に、何故、私なんだろうという思いが続いておりました。このたびの副会長就任もそうで

した。しかし、加藤浩元副会長から小生が総務部担当理事就任当時、「どんな理由や立場が

あろうと、受けたからには、誠心誠意やりなさい」と叱咤されました。それからは、役職

とはそういうものなのだと割り切って受け入れることにしました。多くの先輩理事に助け

られ、御指導を受けてまいりましたが、これからは、医師会の指導的立場になりました。

しかし、医師会を力強く活動していくには、医師会の諸先生の御援助・御協力がなければ、

前進できないのも現実です。

医師会の運営は、三役や理事だけの関わりでなされてはおりません。医師会会員の一人

一人が医療に対する問題意識を持って、会の活動を高めていくのが理想的です。最近、と

くに医師会活動に無関心を装う会員諸先生をお見かけしますが、この10年以内に今まで、

続いていた医療体系に激変が起ることが予想されます。これから起るであろう変化に向う

ために、多くの諸先生の意識のベクトルが同方向にならなければなりません。

城新会長を先頭にして、これからの新情報を発信し、又、これからの変化にどう立ち向

かうのか検討し活動していくのか、「役職」をお引き受けしたからには、鋭意努力すること

を決意しております。医師会の会員諸先生とくにこれからを担っていかなければならない

世代の先生には大いに御協力下さいますようお願い致します。
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理 事 就 任 ご 挨 拶

千 葉 峻 三

この度、理事に就任し学術部を担当する事になりました。これまでの医師会活動歴とし

ては、道医の代議員、札幌医科大学医師会長などを務めたことはありますが、郡市医師会

の理事になるのは初めてです。理事各位の指導を仰ぎながら任務を全うしたいと思います。

現在、日医生涯教育講座受講の義務化ならびに専門医制度や臨床行為資格制度とのリン

ケージが議論されていることを踏まえて、生涯教育制度の趣旨に沿ったコアになるテーマ

の選定と受講率の更なる向上のための啓蒙等を当面の方針としたいと思います。どうぞ宜

しくお願い申し上げます。

理 事 就 任 ご 挨 拶

鳥 本 勝 司

この度、外科部会のご推挙に依りまして、小樽市医師会理事を拝命いたしました。

担当部は、今年度から新たに設置された地域医療部で、昨年度までの共同利用施設部と

産業医・スポーツドクター部とが一緒となった部門です。

今回、外園理事から引き継ぎました共同利用施設部は、36年という長い歴史と伝統をも

つオープン病棟を取り扱っています。このシステムは医療資源の有効利用や、かかりつけ

医（主治医）と患者さんとの一定の信頼感、親近感保持に極めて有用な方法の一つです。

従いまして、これからも開業医と、市立小樽病院施設・スタッフとの共同利用の発展、交

流、環境整備等に係って行きたいと考えております。

また、小田柿理事から、産業医・スポーツドクター部を引き継ぎましたが、各企業等と

の連絡を密にして、外傷、生活習慣病といった疾病や健康診断の相談のみならず、精神・

神経科領域の分野にもさらに注目したいと思います。

なにぶん、小樽市医師会との係りは今まで極めて希薄で、あたかも傍観者の様な一会員

で居りましたので、経験、知識とも全く持ち合わせていませんでした。

しかしながら、今後は、一つ一つのテーマにおきまして、副担当の外園先生を始めと致

しまして、各理事・委員の先生方、並びに会員の先生方のご協力を頂きながら鋭意努力致

しますのでご指導の程お願い申し上げます。
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理 事 就 任 ご 挨 拶

鈴 木 敏 夫

このたび理事として承認いただきました鈴木敏夫です。新任の理事として一言御挨拶さ

せていただきます。４月より城会長の新体制の中で担当副会長の津田先生および前任の髙

村先生の指導をいただき学校保健部を担当させていただいております。私事になりますが、

父泰夫が1959年に現在地で耳鼻咽喉科医院を開業し、1979年に他界するまで小樽市医師会

の皆様に本当にお世話になりました。父の葬儀の際の故野口暁先生の温かいお言葉は今で

も心に残っております。また、私がまだ大学３年生でありましたので、医師会の諸先生に

は何かと御心配をいただき本当にありがたく感謝しております。また1992年11月に私が開

業いたしました際にも皆様に助言いただき今日に至っております。

大学の医局時代から書類の整理やまとめ等をもっとも苦手としており、理事のお話をい

ただいた時から果たして医師会に迷惑をかけることにならないだろうかと考えておりまし

た。また髙村先生から引継ぎを受けた際の膨大な資料ときちんと整理された書類やCD-ROM

を見てさらに不安が倍増いたしました。また日頃紹介状のやりとりで会員の諸先生に大変

な御迷惑をおかけしている悪筆はおそらく必ずワープロを使いなさいということで黙認さ

れていると考えています。

小樽市は少子高齢化が急速に進む日本の中でもさらにその傾向が強く、学童、生徒の数

も減少しております。教室が足りなくプレハブの校舎で勉強した世代にとっては隔世の感

があります。学校保健部の活動は単に学校健診にとどまらず、子供たちをとりまく社会環

境や学校内の状況にも注意を払わなければならないと考えております。大学で私に小児科

学を教えていただきました千葉峻三先生は、開発途上国の子供たちが貧しいながらも目に

強い輝きを持っていること、そしてそれが現代の日本で失われつつあることを指摘されて

います。小樽の将来そして日本あるいは世界の将来を担う子供たちが健康でたくましく成

長するよう微力ながら努力したいと考えております。小樽市医師会会員の諸先生におかれ

ましては、学校保健部の活動に対しまして御助言、御指導をぜひいただけるようにお願い

いたします。
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平成17年度選出小樽市医師会役員等一覧

平成17年８月10日現在

小樽市医師会役員

役 職 氏 名 役 職 氏 名

会 長 城 守 理 事 鈴 木 敏 夫

副 会 長 髙 田 義 人 〃 外 園 光 一

〃 津 田 哲 哉 〃 髙 村 一 郎

理 事 阿久津 光 之 〃 千 葉 峻 三

〃 板 谷 晴 隆 〃 鳥 本 勝 司

〃 大 庭 久 貴 監 事 谷 口 博

〃 川 村 健 〃 村 上 嶽四郎

〃 近 藤 真 章

小樽市医師会議長・副議長

役 職 氏 名 役 職 氏 名

議 長 小 野 昭 典 副 議 長 野 口 英 機

小樽市医師会顧問・参与

役 職 氏 名 役 職 氏 名

顧 問 髙 橋 昭 三 参 与 納 谷 文 男

参 与 井 上 勇 〃 西 信 博

〃 大 口 正 道 〃 本 間 勉

〃 大 本 勤 〃 渡 邊 雅 敏

〃 後 藤 健 治

小樽市医師会裁定委員

氏 名 氏 名

大 本 勤 佐 藤 正 治

河 崎 功 山 本 稔

後 藤 健 治
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新 理 事 の 会 務 分 担

平成17年８月10日現在

髙田 義人 副会長担当

部 担 当 理 事 副担当理事

地域医療部 鳥 本 勝 司 外 園 光 一

救急医療部 近 藤 真 章 板 谷 晴 隆

介護保険部 板 谷 晴 隆 外 園 光 一

学 術 部 千 葉 峻 三 川 村 健

市民健康教育部 板 谷 晴 隆 鳥 本 勝 司

医療安全部 川 村 健 近 藤 真 章

津田 哲哉 副会長担当

部 担 当 理 事 副担当理事

総 務 部 外 園 光 一 阿久津 光 之

財 務 部 阿久津 光 之 外 園 光 一

広 報 部 髙 村 一 郎 大 庭 久 貴

看護教育部 大 庭 久 貴 阿久津 光 之

学校保健部 鈴 木 敏 夫 髙 村 一 郎

委 員 会 委 員 長 副 委 員 長

労災・自賠責保険医療費等改善対策委員会 髙 田 義 人

医師会在り方検討委員会 髙 田 義 人 阿久津 光 之

医事紛争処理委員会 髙 田 義 人 千 葉 峻 三

定款改正委員会 津 田 哲 哉 髙 田 義 人

医師会館運営委員会 津 田 哲 哉 外 園 光 一

感染症危機管理対策運営委員会 津 田 哲 哉 千 葉 峻 三

医療福祉関連問題検討委員会 津 田 哲 哉
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会 長 退 任 ご 挨 拶

髙 橋 昭 三

去る３月26日の定時総会において会長職を退任する事になり、４月から城会長にバトン

タッチいたしました。今回の任期は１年８ヶ月という短期間ではありましたが、今考えて

みますと実に多忙であったと思います。重大な課題が折り重なる様に提起され、城・髙田

両副会長を始め、理事の先生には本当に御負担をおかけいたし、文字通り超多忙の日々を

送っていただきました。古い私の手帳をみますと、会長に再任した事に関連しての医師会

内外に対する対応、会議がしばらく続きましたし、又懸案でありました小樽市医師会定款・

諸規程の改正のために、多大の時間を使用していただきました。特に当時の城副会長には

初期の立案計画、対外的な折衝、進行と纏め等々精力的に動いていただきました。私の任

期中にという願いが実現した事は本当にありがたい事でありました。

次に大きな問題であったのは、市立小樽病院統合、新築に関連して、救急医療問題を始

めとする計画の内容に対して話し合いが行われた事であります。救急医療は私共医師会会

員にとっての責任と義務という観点から意見を述べてきました。この事については色々な

意見があり、それぞれの立場の方々の考え方も明らかになって来た事も事実であります。

この問題が今後どの様に展開していくのか、会員としても関心のあることであろうと思

います。

１昨年４月から数ヶ月間のブランクを除けばほぼ10年間という永い間会長職にあったわ

けでありますが、その間の最も強い想い出として残っておりますのは、殆ど時期を同じく

して日本医師会常任理事として日医に登っていかれた青柳先生の活躍であります。小樽市

医師会会員という意識のもとで発言しておられる場もありました。常に期待を一身に集め、

輝いておられた事は見事でした。副会長になられて益々その重みを増し、日本全国の医師

の期待をエネルギーとして転換されて、身体を張って活躍される姿に、どれ程私共は勇気

づけられたか、測り知れないものがあります。先生がこれからも又新たな形で活躍される

事を願っております。

医療界はまさに難問山積みであります。経済財政諮問会議の基本方針2005をめぐる攻防

は大詰めであり、「医療費総額管理導入」の問題、国民皆保険制度の根本をゆるがしかねな

い「保険免責制」の導入なり、ひとときも目を離せない状況にあります。政府のこの様な

暴挙を許さない日本医師会執行部の行動が望まれる一方で、私共会員の意思統一も大切で

あると思います。

久し振りで裃を脱いだ様な、肩のあたりの力が抜けて軽やいだ気分で日を送っておりま

退任役員挨拶
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理 事 退 任 ご 挨 拶

大 口 正 樹

此の度、６期11年務めました小樽市医師会の理事を辞任することになりました。

理事就任のお話がありましたときには「自分はその器ではありません」とお断りしたの

ですが、説得されてしまいました。総会での理事就任の挨拶の時に大変緊張したことが今

でも思い起こされます。

始めの１年は青柳先生が道医の常任理事として任につかれましたのでその後任として医

業経営部、広報部担当となりました。

その後、２期目～３期６年間は看護教育部を担当しました。担当１年目に看護学校開校

40周年の年にあたりました。40年は中途半端だから何もしなくてもよいとの話もありまし

たが、やはり節目の年だからと記念講演会をすることになり、急遽、前任の城現会長のご

指導の下に開催されました。

つぎの２期４年間は医療情報・広報・インターネット部へ移りました。インターネット

はよくわかりませんでしたので、しばらくパソコン教室に通いました。

どの部門でも、自分の能力の無さを、会員の皆様のご協力により、なんとか責任を果た

すことができたのではないかと思っております。

この11年間を振り返りますと奥芝先生、髙橋先生、三山先生の三会長始め多数の有能な

先生方と親しくお話をさせていただいたり、ご指導を賜りました事は、私にとりまして、

大変な財産となりました。また理事になってみますと、医師会活動の大切さが良くわかり

ました。集会への参加や署名集めなど、積極的に行動する必要性を感じました。医師会が

強いリーダーシップを執って行動しないと、日本の医療は駄目になる心配があります。

今後は一会員として、医師会活動に参加していきます。城会長、髙田、津田両副会長は

じめ役員の先生方、よろしくお願い致します。

最後になりましたが色々なことでお世話になりました歴代の事務局長と事務職員の方々

に厚く御礼申し上げます。

す。自分で自由に出来る時間を持つという余裕を少しずつ味わっております。永い間お世

話になり御協力していただきました会員の皆様に心より厚くお礼を申しあげます。
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理 事 退 任 ご 挨 拶

森 岡 時 世

このたび２期４年間務めさせていただいた小樽市医師会理事を退任することになりまし

た。髙橋前会長にお誘いを受け、勤務医の医師会活動の活性化、市立病院の新築問題につ

いて小樽市内各医療機関のご理解をいただくことなどを目指して活動させていただきまし

たが、十分にその責を果たすことができなかったことを申し訳なくおもっております。

最初は医療保険部、次いで学術部の担当となりました。会員諸先生の生涯教育・研修の

充実・推進のためにはどういう企画がよろしいのか、試行錯誤の連続でございましたが、

道内の若手研究者のご紹介をもう少し積極的に行うべきだったかと反省しております。

一方、医療制度の変革期にあたり、今後の医療の在り方、医療制度の改革などについて、

非常に重要で、時宜を得た企画を、各理事・関係各位のご協力によりできましたことにつ

いては、心からお礼を申し上げます。色々とご指導いただき、有難うございました。
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報 告

小樽市医師会第126回定時総会

１．日 時 平成17年３月26日（土）午後３時

２．場 所 小樽市医師会館 大講堂

３．議 事 議長 小野 昭典 副議長 野口英機

（１）総会の成立 会員総数 275名

出席会員数 35名

委任状提出会員数 133名

合 計 168名

（会員総数の過半数138名を超え、第126回定時総会は成立）

（２）議案第５号 議長及び副議長の互選

「議長 小野 昭典先生」「副議長 野口 英機先生」（承認）

（３）髙橋会長挨拶 －別紙－

（４）議事録署名人の指名

「斉藤 断先生」「新谷 俊幸先生」を指名

（５）報 告

第１号 平成16年度事業報告

第２号 平成16年度監査報告

（以上、報告のとおり承認）

（６）議 案

第１号 平成16年度各会計収入支出補正予算（案）
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第２号 平成17年度事業計画（案）

第３号 平成17年度会費賦課（案）

第４号 平成17年度各会計収入支出予算（案）

（以上、原案どおり可決）

（７）選挙立会人の指名

「河崎 功先生」「渡邊邦彦先生」を指名

第６号 会長の選挙

第７号 副会長の選挙

第８号 理事の選挙

第９号 監事の選挙

第10号 裁定委員の選挙

以上、選挙立会人河崎 功先生、渡邊邦彦先生により、推薦状及び承諾書の確認を

し、候補者名を報告

（報告のとおり選出することを可決）

第11号 北海道医師会代議員及び予備代議員の選出

以上について、会長から指名する事の承認を得、髙橋昭三会長より説明

（会長指名のとおり可決）

第12号 顧問委嘱の件

次期会長予定の城 守先生より、髙橋昭三先生を顧問に委嘱したい旨発言

（承 認）
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小樽市医師会第126回定時総会
髙 橋 会 長 挨 拶

本日は平成17年度小樽市医師会総会であります。

何かとご多忙のところ、お集まりいただき有難うございます。

ところで、私共現役員は、本総会をもちまして任期を終えるわけでありまして、役員の

諸先生には厚く御礼を申し上げますと共に、会員諸先生の今日に至ります間の御理解、御

協力に対しましても御礼を申し上げます。

考えてみますと、今期は私一昨年３月に一度は退任したわけでありますが、８月に再度

新任するというハプニングがございまして、急遽老骨に鞭打って再出発したわけであります。

以来、諸先生の強力なバックアップをいただき、何とか本日まで漕ぎ切ったというわけ

であります。心より感謝申し上げます。

しかしこの２年間、小樽市医師会は内外共に多くの問題に遭遇いたしました。

日本医師会会長選挙、参議院議員選挙、混合診療解禁反対運動など様々な対応に追われ

た事は忘れられません。医師会内部の問題といたしましては、定款や諸規程の改正を行い、

外部に対しましては、市立小樽病院新築問題に関連いたしまして、救急医療、地域医療連

携の事などについて色々と医師会の意見を申し伝えました。一人一人の医師の責任と義務

を全うするという立場に基いて現在も話し合いを続けているところであります。この間、

多くの先生には重い負担をおかけいたしました。本当に有難うございました。

しかし、小樽市医師会が抱える議案事項につきまして、充分な対応をなし得なかったと

いう悔いを残しました事につきましては、力及ばず、申し訳なく思っております。

今、医療界は多くの課題を抱えております事は、充分御承知の通りであります。

○混合診療の問題が、どの様に推移するのか予断を許しません。

○中医協改革のことは、場合によっては様々な論議を呼ぶ事になります。

○特に医療費の扱いが大きな課題となるはずであります。

○介護保険制度、介護報酬のこともこれからです。

○医療制度改正も予定されております。

変革、改悪の嵐がこれからも私共を襲ってまいります。

私共は充分な関心を寄せていかなければならないと思っているところであります。しか

し如何なる状況にあろうとも、私共は地域の人々の健康の維持、病気の治療に専念してい

かなければならない責任を忘れてはならないと思います。

本日は新しい役員の改選がございます。諸先生の良識ある判断によりまして、現在の困

難な時代に対応するための、最良の役員を選出していただきたいと思います。これまでの

諸先生の御協力に感謝申し上げますと共に、本日の総会にあたりまして、此か所信と感想

をのべまして御挨拶といたします。有難うございました。
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平成17年度小樽市医師連盟総会

１．日 時 平成17年３月26日（土） 臨時総会終了後

２．場 所 小樽市医師会館 大講堂

３．髙橋委員長挨拶 －別紙－

４．議 事

（１）総会の成立 連盟員総数 233名

出席連盟員数 33名

委任状提出連盟員数 114名

合 計 147名

（連盟員総数の過半数117名を超え、総会は成立）

（２）平成16年度庶務報告

（３）平成16年度収入支出決算報告

（４）平成16年度会計監査報告

（５）役員改選

（６）そ の 他

小樽市医師連盟組織

委 員 長 城 守

副 委員 長 髙 田 義 人 津 田 哲 哉 野 口 英 機

会計責任者 板 谷 晴 隆

会計監督者 大 本 勤 谷 口 博

幹 事 外 園 光 一（庶務担当）

安 達 英 明 大 庭 久 貴 小田柿 榮之輔

近 藤 真 章 髙 村 一 郎 箕 輪 力
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平成17年度小樽市医師連盟総会
髙 橋 委 員 長 挨 拶

先程の医師会総会に於て、医師会会長を退任することになりましたので、この医師連盟

の委員長も今回をもって退任することになりました。

永い間、充分な事といいますか、小樽市医師連盟としての活動に充分貢献出来なかった

と反省しているところであります。

今年を顧みますと、昨年の参議院議員選挙の全国区で、西島英利先生を応援したわけで

ありますが、青柳先生の日医会長選の後遺症とでもいいましょうか、充分な力を発揮出来

ず、前回の武見選挙を大きく下まわる結果となってしまいました。

その事に対する反省とでも言いましょうか、今後、西島先生を色々な形で応援していき

たいと思っているところであります。

昨年までは、６月の臨時総会に合わせて医師連盟総会を開催しておりましたが、それは

日医、道医の医師連盟の会計年度が４月から翌３月までとなっていたので、総会が６月に

なっていたのですが、今年度から１月から12月までという事によりまして、今回の様に３

月総会として開催できる事になった訳であります。

今回は小樽市医師連盟の役員も改選時期となりましたので、後程提案させていただきま

すが、久しく対応しておらなかったのですが、役員の若返りを計ってまいりますので、意

図をお察しいただきますようにお願いいたします。

以上申し上げまして、小樽市医師連盟総会開会にあたりましての御挨拶といたします。



― 16 ―

１．日 時 平成17年６月24日（金）午後６時30分

２．場 所 小樽市医師会館 大講堂

３．議 事 議長 小野 昭典

（１）総会の成立 会員総数 276名

出席会員数 22名

委任状提出会員数 163名

合 計 185名

（会員総数の過半数138名を超え、第127回臨時総会は成立）

（２）城会長挨拶 －別紙－

（３）議事録署名人の指名

「山本 稔先生」「末武 敬司先生」を指名

（４）議案第１号

ア．平成16年度一般会計収支決算に承認を求める件

イ．看護高等専修学校特別会計収支決算に承認を求める件

ウ．夜間急病センター特別会計収支決算に承認を求める件

エ．収益事業特別会計収支決算に承認を求める件

オ．小樽地域産業保健センター委託事業特別会計収支決算に承認を求める件

カ．正味財産増減計算書、賃借対照表及び財産目録に承認を求める件

（５）報告第１号 監査報告

（６）議案第２号 会員提案事項（なし）

（以上、原案どおり承認）

小樽市医師会第127回臨時総会
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小樽市医師会第127回臨時総会
城 会 長 挨 拶

本日は、診療でお疲れのところ臨時総会にご出席頂き誠にありがとうございました。こ

の総会では、一般会計を初めとする各種特別会計の収支決算、並びに正味財産増減計算書、

賃借対照表、財産目録についてご審議頂きたく存じます。宜しくお願いいたします。

さて、私達執行部は４月に発足して、約３ヵ月になります。その間会員の皆様方のご協

力、ご助力により、会務を執行して参りましたが、数々の問題が山積しております。

財政審の民間議員が強く主張する社会保障費の伸び率管理、混合診療の先鞭ともなる高

度でない先進技術と保険給付の併用、神奈川県が株式会社医療参入特区を申請するなど、

保険医療制度崩壊への方策が次々と明らかとなってきています。

三位一体改革により、北海道から各市町村に移譲される事務・権限は３種類に分類され

ますが、事務1,202件中189件、権限は4,130件中2,054件と試算されています。この中には、

介護保険法における「指定居宅サービス事業者の指定等に関する事務」など、介護・医療

に関するものもあります。従って、小樽市と密接な連携が、今後益々大切となってきます。

また、責任者である院長が不在であった市立小樽病院も７月１日より新院長が赴任する

ことになり、頓挫していた新市立病院新築構想の見直しが進展するものと思われます。小

樽市の地域医療の中核である市立病院が、市民の新のニーズに応える事の出来る建築と運

営を行うかどうか、医師会としても関与しなくてはならないと考えております。

５月より、FMおたるで医師会提供の医療に関する放送を開始しました。会員の皆様にも

聞いて頂き、ご感想、ご意見をお寄せ下さいますようお願い致します。

日医代議員会での積極的・建設的質疑について、それを批判する偏狭な考え方が日医執

行部の一部にあります。しかし、小樽市医師会は総会を初めとする理事会・委員会など各

種会合において会員の活発・忌憚ない意見・提案・批判を頂くことによって、医師会活動

は活性化し、開かれた医師会として発展して行くものと考えております。従って、本総会

においても、議案を十二分にご審議頂きたくお願い致します。

また、奥芝元会長並びに髙橋前会長は、医の倫理と生涯学習を基本理念として医師会活

動を推進してこられました。私たちもこの理念に基づき活動したいと思っておりますので、

会員の皆様方の更なるご協力、ご支援をお願いいたしまして、挨拶と致します。
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平成17年度小樽市医師会・扶仁会新年合同懇親会

日 時 平成17年１月22日（土）午後５時

会 場 ヒルトン小樽 樹氷の間

恒例の平成17年度小樽市医師会・扶仁会新年合同懇親会が１月22日、ヒルトン小樽樹氷

の間で行なわれた。来賓に山田市長、飯塚北海道医師会会長、上埜札幌市医師会会長など

をお迎えし、小樽市医師会会員、扶仁会合わせて88名の参加であった。

各来賓が紹介され、髙橋会長がお礼の挨拶をされ、混合診療の解禁を含めた医療制度改

革に患者さんとともに反対していくことを述べた。つづいてご来賓の山田市長が日頃の医

療保健行政に対するお礼と新市立病院の計画について、また、韓流ブームで逆に韓国から

小樽に撮影に来る予定があると述べた。北海道医師会飯塚弘志会長は日本医師会会長選が

残念な結果に終ったが、参院選では西島候補が当選したことなどを述べた。

平成16年度、医師会をはじめ各界における功績により表彰された先生方に髙橋会長より

記念品が贈呈され、表彰者を代表して渡邊雅敏先生が謝辞を述べた。つぎに新入会員、新

規開業会員が紹介され、代表で４名が挨拶された。

祝宴は上埜光紀札幌市医師会会長の乾杯で始まり、和やかな雰囲気の中で親睦を深めた。

余興は会員および扶仁会からなる新年会合唱団による歌が披露された。つづいて恒例のビ

ンゴゲームを行ない、舘裕小樽市歯科医師会会長の乾杯で閉会となった。

（外園光一）
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藤整文学碑があり、塩谷の海岸を望む見晴ら

しのよい位置にある。この石碑に伊藤整自身

の詩を自分で書いた「海の捨児」が刻まれて

いる。

私は時々この文学碑を訪れ、碑文をゆっく

り声を出して読むことにしている。読んでい

ると、眼の前に広がる海の大きなうねりの中

で自分自身も漂うような気分にさせられる。

石碑の裏に立派な文字で整の経歴が刻まれ

ているが、この文学を書いた塩谷の暁了寺の

今は亡くなられた住職さんをはじめ、石碑の

建立に協力された方々は、先日の吉村氏をもっ

て全員亡くなられた。この亡くなられた方々

も生前はそれぞれ私と知己の方であったり患

者さんであった事を想い出している。

伊藤整は詩集「雪明りの路」一冊を持って

上京し、文壇にデビューしたわけであるが、

整に島崎藤村の詩集を貸して、整の詩心を引

き出してくれた人は北見恂吉氏、彼は本名を

鈴木重信といい、後に余市神社の神官となっ

たが、文学活動の活発な方である。彼の甥は

現在塩谷神社の神主、鈴木重行氏であり、色々

な事にかかわって私との付き合いはとても深

い。

整の文学碑が完成したときには、既に整は

前立腺癌のため死去していたが、建立記念式

には「伊藤整文学碑」と中央に大きく見事な

筆跡を残している北見恂吉氏は、自作の詩「幻

想譜」（別掲）を彼自らの朗読によって紹介さ

れた。北見氏は万感の想いと感情の高まりの

ため声がふるえ、参列者は感激のため涙した

という。

私共地域の人々が組織している「塩谷地区

子どものすこやかな成長を願う会」が毎年行っ

ている講演会が昨年９月に行われたとき、演

者の小樽文学館副館長で学芸員の玉川薫氏が

講演の中でこの詩を朗読したとき、北見氏の

甥の塩谷神社の神主は、人目を憚らず大粒の

涙を流し、その様子をみた私も目頭の熱くな

るのを覚えた。

今年３月の塩谷小学校卒業式に出席したが、

最後に全校生徒が校歌を斉唱したが、この作
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潮
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詞が伊藤整である。

私共の塩谷には、色々な所に伊藤整は今も

息づいている。その様なことを強く思わずに

はいられない。

今年は伊藤整生誕100年にあたる。塩谷に整

はその絆が一層強まりつつある。

今年第16回を数える「伊藤整文学賞」は年々

その重みを増してきており、私はこの賞の企

画・立案の当初から参画し、初回から受賞式

に参加しているが、中央文壇での高名な小説

家、評論家を目の前にし、きらめく様な挨拶、

論評、文学談議を聞く事の何とも言えない楽

しさ、新鮮さ、よろこびを感じてきた。

今年は特に生誕100年という事で記念講演が

目白押しであり、特に６月に行事が集中した。

私は色々なかかわりがあってこれらの行事

やレセプションに参加しているが、整に対す

る評価は高まっていると感じている。

伊藤整の「雪明りの路」や「若き詩人の肖

像」をみていると、私の住む塩谷が忍路海岸、

丸山下周辺や余市フゴッペ海岸などの情景が

そのまま文中にあらわれており、読みながら

私の知っている場所を整も往来している姿が

彷彿としてくるのは嬉しいものだ。

「子どものすこやかな成長を願う会」は子ど

も達の安全と、心身の健全育成を願って気遣

い続ける地域まるごとの組織であるが、整作

詩の小学校校歌にある「すこやかに育て」と

いう願いのように、遠くにあっても古里にも

どってくる整の郷愁を子ども達に伝え、連帯

意識や古里を大切にする心を育み、成長する

姿を見守っている。

私が開業したときの挨拶文に「塩谷の土に

なる覚悟で」と記したが、文字どおりになる

のは何年先のことか。
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（その１）

古 い 墓 発 見

野口病院 本 間 勉

１．秀頼の墓が鹿児島で発見

鹿児島市福元町〝木之下〟墓地に、古くよ

り長い間「秀頼の墓」とこの地方の人々に呼

ばれている高さ２ｍの石屋層の上に塔状宝輪

が乗った宝篋印塔の素朴で貧弱な墓がある。

しかも、近くに〝木下川〟が流れこの川に〝木

下橋〟が掛かっている。恰も〝木下〟藤吉郎

（豊臣秀吉）の生地のようである。最近歴史研

究家によって発見された。今は鹿児島市市山

中央と改名しているが狭い路地裏になってい

る。日野富子の墓とそっくりという。

２．伝説と思うが根源は……

慶長20年（1615年）、大阪夏の陣で秀頼は淀

君と共に自刃か焼死した筈である。しかるに、

江戸中期の国学者上田秋成（雨月物語で有名）

が「謄大小心録」著書で次のように記録して

いる。

大阪夏の陣、終末期に城内火災と食糧難で

城内はてんやわんやの際中に、島津藩主が城

内に兵糧５百石を支援して上げたいと神君に

嘆願した所、許可が出たので早速米を納めた

帰り、ムシロに秀頼を包んで眞田、後藤、木

村の強者が一団となって脱出したとある。

冬の陣では島津藩家康に組し、夏の陣はど

ちらにも組しなかったので家康は米支援を許

したのであろう。

彼等は掘割から淀川に流し、加藤清正の子

忠広が救い上げて、二重底の舟に隠して瀬戸

内海を通って鹿児島市平川に上陸して木之下

に住んだという。

又、平戸藩主松浦静山も「甲子夜語」著に

忠臣により城を脱けて薩摩に逃れたと書いて

いる。

しかし、あの燃え盛る大阪城内からの脱出

は可能と思うし、家康が戦争中に敵への５百

石の兵量支援を許す筈は無いと思う（関ヶ原

の戦いでは家康の敵だった）。だからこの墓は

伝説であると思う。

この土地はもともと鹿児島谷山郡司の居城

があった所であるし、谷山氏の遺跡もある所

である。

（その２）

日野富子第２の墓 ―岡山県熊山町で発見―

野口病院 本 間 勉

１．はじめに 日野富子について

室町幕府八代将軍足利義政（銀閣寺建立で

有名）の御台所（正室）で、九代将軍義尚の
ミ ダ イドコロ ヨシ ヒサ

生母でもある。日野家は藤原鎌足の子孫で、

桓武天皇の右大臣藤原内麻呂の長男である参

議の「真夏」を祖とする超一級の公家貴族で
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図１ 日野 富子 図２ 足利 義政

義政も長男義勝が９才
で将軍になり１年後に
病死し、正室の次男義
政が８才で継嗣となり
14才で将軍になった。
（実は三男なので幼名
は三春・三寅といった）

京都伏見区に住んでいた（親鸞聖人も日野家

出身である）。

三代将軍義満（金閣寺建立）の頃より、代々

の将軍の正室・側室には日野家より送り込ま

れて12名になるという名家でもある。

２．「花の乱」について

平成６年４月NHK大河ドラマ「花の乱」が長

期間放送された。20才の義政将軍に嫁入りす

る筈の日野富子の姉が急死（不明の病気）し

たため、ピンチヒッターとして16才の妹富子

が輿入れしてからの57年間の波瀾万丈の生涯

が放映されて感動したものである。

３．富子の苦労と活動について

① 夫義政への生活改善策と奉仕

イ）夫は好色で15才から側室数人あり、子

供まで（女の子）もいたので先ず彼女等

を追放した。年上の乳母役「御今」には
オ イマ

策を労して流刑にして自刃させた（義政

最も愛した女である）。

ロ）夫は政治無関心で、側近の「三魔」（御
オ

今・有馬・烏丸）に任せきり（悪政多々）
イマ アリ マ カラス マ

なので彼等も追放した。夫は29才で将軍

退任し道楽に夢中。

ハ）浪費癖激しく室町殿（花の御所）、銀閣

寺（慈照院、東山山荘ともいう）を建立

し、骨董品を買い漁り、小川殿まで買収

し、お金を湯水の如く使うので富子はそ

の資金ぐりに苦労した。京都に八個の関

所を設け税金を徴収し、米相場で大もう

けした。明国との貿易でも大もうけ、そ

して大名に金貸し（高利貸的手法）まで

した。

② 息子義尚の将軍就任の運動資金をばらま
ヨシヒ サ

いている。

③ 京都大飢饉には政府以上の援助金を出し

ている、夫は些少（寛正２年1461年）。餓死

８万２千人。

④ 義尚９代将軍は25才で肝炎で急死するや

次の将軍選びに奔走し色々の事件がからみ

ついに11年間の「応仁の乱」に突入する。

その前から義政・義尚と不仲となっていた

（別居）。

４．富子の墓（その１）

京都市上京区華開院（勅願寺）の境内の右

片隅に富子の意外に小さい質素な宝篋印塔（図

３右）があり、五輪塔（図３左）は十代将軍

足利義植の娘の墓だという。
タネ

「明応の政変」で富子と管領細川政之が組ん
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だクーデターで、追放された将軍義植の娘が

親の敵の隣りにその墓があるとは何と皮肉な
カタキ

事である。不思議なことに人形寺として有名

な宝鏡寺に富子の坐像と位牌があるが、隣の

大慈院が廃寺になったのでこの寺に移された

のである。墓だけは華開院に移された。

５．富子の墓（その２）

岡山県熊山町沢原に小川山自性院常念寺に
ソウノハラ

も富子の墓と位牌があった（最近発見）。小川

山は京都の義政家族の邸宅「小川殿」からき

ているし、自性院は（銀閣寺）慈照院からき

ているという。図４の右側が富子の墓であり、

左側の花崗岩製の宝篋印塔は義政・義尚の供

養塔であるという。自性院の近くに「御所宮」

という神社があるが、もとは雨引神社といっ

ていたのを富子が京都の御所八幡宮を勧請し

たものである。

沢原には「御所の段」という30坪の空地が

あるが富子の屋形跡だという。富子の家臣で

ここへ同行した沢原氏の家宝に富子が自ら画

いた自画像がある。自性院境内から出た刀の

（刀身を締める金具）に〝鶴の紋〟（日野
ハバキ

家の紋）と〝丸に二ツ引きの紋〟（足利家紋）

が刻まれていた（純銀製である）。

何故にこのような京都から遠く離れた辺鄙

な所で晩年を過して生涯を閉じたのであろう

か。

６．影の将軍（御方公方）と言われた富子の
オ カタ ク ボウ

晩年は権勢の衰え甚だしかったようである。

11代将軍義澄を富子が擁立したのに仲悪くな

り冷遇されたこと、高利貸的方法で大名に金

を貸してきびしく取り立てたので嫌われてい

たこと、応仁の乱に突入して11年も経過し心

労も極度に達したこと、夫・息子（義政・義

尚）すでに死亡して淋しいこと、富子の信頼

すべき高官（相談相手）がいなくなったこと

等々である。

唯一人協力的な備前守護赤松政則を頼った。

彼は「嘉吉の乱」で６代将軍義教を謀殺した

ので一時断絶されたが、南朝の神璽を奪って

義政に進献したので赤松家再興を許した。こ

の時富子が陰で運動していた。

この恩で赤松政則は富子を備前に招き、備

前守護代・浦上則宗が自らの治める東備前の

この地（沢原）で富子を保護し面倒を見るこ

とになったらしい。

室町時代の激動期にあって応仁の乱で世間

は喧騒、京都は荒廃、身内は減少、富子への

批判は増大、富子の味方も著減ということが

静かな土地への憧れとなったと思う。

図３ 京都市華開院の日野富子
の墓（右）

図４ 岡山県熊山町自性院の日野富子
の墓（右）

図５ 熊山町沢原の
「御所宮」
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ターミナルステージケア

吉 田 長 平

最近、福祉ターミナルケアという言葉が登

場しています。そもそも、ターミナルケアと

いう言葉は「回復の見込みのない末期癌患者

に対して濃厚な治療を続けること」の反省に

たって、1970年頃から導入された概念です。

当初は末期癌患者さんの痛みを軽くして、残

された日々のQOLを維持することを援助するこ

とが目的でしたが、現在は余命幾ばくも無く

回復が期待出来ない他の疾病の場合にも適応

されるようになりました。

最近高齢者福祉施設において、福祉ターミ

ナルケアという言葉が用いられるようになり

ました。そもそも高齢者福祉施設は人生のター

ミナルに向かって近づきつつある人たち、つ

まりターミナルステージを生きるお年よりを

援助するのが使命ですから、あらためて福祉

ターミナルケアを言うまでもないのですが、

これは従来のあり方について「これでいいの

か」という反省が与えられているということ

です。

だいたい今まではターミナルケアは病院の

仕事としていたところがあります。つまり、

ターミナルケアを言葉どおり「最後の看取り」

と考えていて、そこに至るまでの援助が自分

たちの役割と考えていたようなところがあり

ます。実際にホーム死と病院死を比べてみる

と、ホーム死は20%程度で、圧倒的に病院死が

多いのです。これは老人福祉施設の医療体制

の不備が原因でもありますが、「住み慣れた家

庭で家族に看とられて死にたい」という死に

ゆく人たちの願望の切実さを重んじなかった

こととして反省させられています。出来るだ

けそのような願望に応えようという意識が欠

けていたことが原因の一つであるといま高齢

者福祉施設のなかで反省させられているので

す。

私は縁あって社会福祉法人神愛園という老

人福祉事業に長く携わってきています。これ

は手稲にあり、既に開設以来35年の歳月を閲

しています。現在札幌市内に4施設を経営して

おり、私は手稲にある特養のお手伝いを続け

ているのですが、ここでも病院死が圧倒的に

多いという結果があり、今年はホーム死を増

やそうということが申し合わされたところで

す。施設は病院と違い、医療看護体制は、人

的にも設備の点でも不備ですから、そのよう

な条件下での実践はなかなか困難ではありま

すが、とにかくホーム死を増やそうと職員一

同心を燃やしているところです。病院死が多

かったのは医師である私の責任も大きいので

す。医師としては例えば急性肺炎などの疾患

に対して十分な治療が不可能である現状の中

ではやはり、安心できる医療機関に依頼する

のが良心的なことであると考えて入院を依頼

してきたわけです。決して安易に依頼してき

たとは思いませんし、短期間の入院で回復す

ることを期待して依頼してきたつもりでした

が、高齢者が普段持っている複数の持病が悪

化して、急性変化は改善しても、そのまま退

院が出来なくなり、死亡に至る場合が多かっ

たように思われます。

このようなことから、神愛園では、単にホー
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ム死を増やすことだけではなく、特養の使命

について再検討し、今後の取り組みについて

研修会を開くなどして、最善の道を模索し始

めたところです。いろいろの声があります。

具体的な課題としては

まずターミナルケアの正しい理解をするこ

と、そのためには、対処する高齢者がターミ

ナルステージを生きている人たちであること

を認識すること、また、QOLを高め維持するた

めに、まずホームが家庭的な雰囲気の場でな

くてはならぬこと、所謂ターミナルケアが疼

痛の除去を掲げているように、肉体的な苦痛

のほかに、精神的な苦痛や社会的な苦痛、霊

的な苦痛も軽減してあげることが大切である

こと、そのためにこの事業に携わる者には単

なる知識技術の修練だけではなく、人生につ

いて、命について、愛について、平和につい

ての深い洞察を身につけることが望まれてこ

とを知らなくてはならぬことなどが話しあわ

れています。ハード面でもソフト面でも課題

山積ですが、よき前進を期待しているところ

です。

なお、神愛園について少し付け足して記す

ることをお赦しください。

神愛園はキリスト教を基盤として運営され

ています。新約聖書のルカによる福音書10章

の「善いサマリヤ人の喩え」に倣って愛の実

践に励むことを信条として働いています。そ

のような中で、昨今の福祉を取り巻く環境は

大きく様変わりし、既に福祉事業には多くの

企業が侵入してきています。企業の目的とす

るところは利潤ですから、そもそもは福祉事

業とは相容れぬものなのですが、かつてはシ

ルバー産業として軽蔑されていたものが政府

の奨励もあって、続々とこの分野を侵食し始

めているという現状があります。やがて日本

からは本当の福祉は無くなるであろうことが

危惧されますが、そのような中で神愛園は真

の福祉施設として、険しい道は覚悟の上で、

設立の理念を堅持して歩もうと心を新たにし

ています。この世的には愚かなことのようで

すが、真の福祉には真の栄誉が与えられるこ

とを信じているのです。ご声援頂ければ幸い

です。
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８月のレトロスペクト

小樽高島診療所 渡 辺 太 郎

青年時代に過した数年間の俘虜生活、地獄

の様な毎日も、60年の歳月が経過すると、ま

るで昨日の事の様に明確に思い出され、笑い

がこみ上げてくるエピソードに変ってくる。

1948年８月第１日曜日、珍しく暑い真夏日

が、此のシベリアに続いていた。俘虜生活も

３年目になると、ソ連軍側の警戒もそれ程厳

しくなく、食糧の黒パンの量も増え、月に２

～３度は山羊の乾燥肉も食べられる様になっ

ていた。

日曜日は朝から風呂がある。ロシア式スチー

ム風呂で汗を流し、巻きタバコを手に昔の良

き時代を偲んでいた。その時４重の鉄條網の

外からソ連軍収容所長Ｋ大尉の一人娘５才の

ターニャの叫び声が聞こえた。泣き乍ら大声

で私を呼んでいるのである。

「ジャージャ！パマギイ！スカレイ イジ

シュダ！」（おじちゃん！助けて！早く来

て！）と。

「チト ジェライジ？」（どうしたの？）

「パパ イ ママ ルガユット！」（パパと

ママが怒っているの！）

「今行くからね！待ってなさい！」

ターニャの手を引き、収容所長の宿舎に入っ

て驚いた。物凄い夫婦喧嘩である。茶碗、洗

面器、薬缶etc、部屋の中は大混雑。

「ケト ヌユエ？ ナケヤリニク！」（ど

うしたの？所長！）泣き叫び乍ら、奥さん

は亭主が村に若い女性と一緒に居ること。昨

日も帰って来なかったこと話をしていた。ター

ニャは抱きついて離れようとしない。私は今

異国の地で俘虜になっていることを忘れた。

「ニュルジャー！ スパーチ ウ ソンツェ

！ナーダリュービン トワヤ ジェナー！」

（村で泊まってくるのはやめなさい！奥さん

をもっと愛さなければ－！）片言のロシア語

の單語を並べた。そして、ひと時静寂を取り

戻した。

炊事係から小さな氷砂糖を数個提供して貰

いターニャの手に渡した。涙を拭き乍ら人形

で遊び始めていた。

翌日も快晴、数名の患者群の診療を終えて、

昨日の出来事を思い出していると、ユダヤ人

のルイバルカ軍医（兵隊の階級）が入って来

た。今日は機嫌が良い。熱い紅茶を要求する。

そしていきなり

「カーク ハローシャヤ パゴーダ！ パ

イジュム サムノイ ウ タイグラ！」（とて

も良い天気だ！一緒にタイガーへ行ってみな

いか！）。彼は昨日所長宅の出来事は全く知

らない様である。

「ヤースノ！パイジュム！」（分った！行

こう！）

戦争が終わり平和な時代の到来をこのシベ

リアのタイガー（森林）で深く感じた。歩き

乍らL軍医は郷里のキエフー医大の話、女房が

首席で卒業して教室に残っていること、亭主

の自分は最後尾で卒業したため、シベリアに

送られた話をして笑わせた。途中に収容所長

の家が見えた。

「ザイジュム！ ザ チャーイ！」（寄っ
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てお茶でも頂いていこう！）いささか慌て

た。昨日の今日である。平穏を祈った。急に

足が重くなった。

「スカレイ！ワタナベ！」（速く！）

家のドアを開いて二人共仰天した。所長夫

人が天井から太い網で首をつってぶら下がっ

ていたのである。ルイバルカは呆然として立

ちすくんでしまった。

「エタ チトヌユイ！」（これは何じゃこりゃ

！）手足に触れてみると未だ暖かい。

「パマギイ！ ルイバルカ！」（手伝って

くれ）大柄の夫人は肉体美、実に重い。網を

ほどいて漸く床上に寝かせた。呼吸は停止し

ている。脈拍は細く弱いが触れることが出来

た。瞳孔は散大していなかった。大丈夫だ！

助かる見込はある。ルイバルカは頬を叩いて

名前を呼んでいる。胸骨を圧迫、心臓マッサー

ジを試みる。やがて呼吸を始めた。静かに目

を開いて凝視した。そして号泣し始めた。

「私が死のうとしているのに、何故助けた

の！オーチェン プローホ！ プローホ！」

と号泣する。二人は顔を見合せて処置なしの

ポーズをとる。

速足で秋がやって来た。ウズベック人の所

長は転属を命ぜられた。夫人も一命を取り止

めて、所長と一緒に去って行った。ラーゲル

内は何事も無かった様に連日伐採作業に追わ

れていた。広いタイガーに赤い夕日と冷気が

漂っていた。
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ウォーキングラリーを振り返って

商大通りクリニック 一 島 嘉 明

有耶無耶に終った春一待ちかねた初夏の一

日、６月 12 日朝里ダム公園を会場に第４回

ウォークラリー大会が開かれました。前日の

雨にハラハラしたのも皆さんの後生の良いの

に助けられ無事完歩し、くつろぎの昼食後に

は80kcalのおいしいアイスクリームのサービ

スまでついて、皆さん思いがけない甘味に揃っ

てニコニコ顔…。こうして終ってみると（前

３回もそうでしたが）、参加者数がまだまだ伸

びてもよいのではないかと考えさせられまし

た。部会・例会の際にもお願いと御案内を差

し上げていますが、正直反応は今一（か二？）

で、これは先生方御自身がそう思い当ってい

るのではないですか？。複合生活悪習慣病に

は心身両面にとって野外緑濃い中でのウォー

キングは欠かせないことと思っています。

各病・医院の諸先生や窓口（受付など）の

説明とお誘いが、非常に効率よく患者さんと

その周りの人に行きわたるのではないでしょ

うか。幸いにも各施設からのボランティアサ

ポートスタッフは本当によくやって頂いて居

ます。多謝、感謝です!!

気の早い方はもう来年第５回の会場やらな

にやらを思い描いている様で、期待を込めて

いる患者さん方のためにももっと輪を広げ層

を厚くして、関係者一同に嬉しい悲鳴をあげ

させる位に盛り上げてほしいと願っています。

これから盛夏、とはいえ北国の夏は短いもの、

ゴルフ三昧－それはそれとして年１回はやり

くりして共に楽しむ一刻を持って頂きたいと

思っています。また扶仁会にも歩いてみたい

…と思っている方も多い模様ですので、御家

族共々誘い合わせて参加して頂ければ…！

そして夏の間に培ったものを冬につなげて雪

も楽しむ―と行きたいですねぇ。イメージト

レーニングを鋭く研いで、これからに備えて

頂ければ…と心から願っています。
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福 井 県 大 野 市
―北陸の小京都を訪ねて―

さがわ産婦人科 佐 川 秀 逸

福井県北東部に、四方を１千ｍ級の山々に

囲まれている大野盆地の中央に大野市街が広

がっている。大野市は古くから盆地と山間部

の交易の要地として発展し、現在でも奥越地

方の行政・経済の中心である。

福井駅から九頭竜湖駅まで走るＪＲ越美北
ク ズ リュウ コ エ ツ ミ ホ ク

線に乗り越前大野駅で下車、西側に広がる旧

市街は戦国時代からの城下町である。奥の小

高い丘から街を見下ろすように大野城がそび

え、その下方に城下町の面影を色濃く残す街

並みが碁盤の目のように整然と広がっている。

更に遠くに目を移すと、周囲を白山山系の山

並みが囲んでいる。旧市街は日本情緒あふれ

る町並みが保たれ“北陸の小京都”と呼ばれ

るようになった。

大野に城と城下町を築いたのは織田信長の

武将金森長近である。戦国時代真っ最中だっ
カナ モリナ ガチカ

た天正４年（1573）から４年がかりで城を建

て、町を整備して大野の基礎を築いたという。

その長近が飛騨の高山城に移ってから大野城

主は目まぐるしく替わった。そして天和２年

（1682）に土井利房が９代目の城主として入封

してから安定し、以後土井氏８代が続いて明

治を迎えたと記録されている。

越前大野城下町散策

越前大野は碁盤の目状の町並みに古い建物

が今も残り、緑濃い街におっとりした気風が

感じられる。史跡や歴史的建造物ばかりでな

く、レトロな商店や湧き水が至る所に見られ

る。

◎越前大野城

大野市外の西端に、標高249ｍの亀山の小高

い丘に越前大野城が聳え建っている。初代城

主の金森長近が初めて建てた２層３階の天守

閣は安永４年（1775）の大火で焼失。昭和43

年に古い絵図画をもとに天守閣が復元された。

築城当時のまま残っている城の石垣は、大き

な石の隙間に小石を詰め込む野面積みの手法

で築かれたもので現在もそのままである。

再建された天守閣の内部は博物館として鎧、

兜など歴代城主の遺品が展示されている。天

守閣の最上階の展望台から広く市街が一望で

きる。

◎大野の朝市

大野の朝は朝市から始まる。街のほぼ中央

にある七間通りでは、毎朝６時頃から採りた
シ チケン

ての新鮮な野菜、山菜、果物、花、漬物など

の商品が路上のゴザに所狭しと並び、通る人々

に土地言葉で大きな声をかける。売手は近在

の農家のおばさん達である。11時半頃には店

じまいする。400年以上も続いているこの朝市

は城下町大野の名物であり、朝のかかせない

紀 行
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風景である。

◎寺町通り

城下町の西側を侍屋敷で固め、東、南、北

側に寺院を集めて城を守るように区画整理さ

れている。特に街の東端にある石畳の寺町通

りはお互いに向き合うように沢山のお寺が並

んで、大野城を守るように城下町の外郭を固

めている。整然と並んだ風格ある立派な古い

寺院である。

◎豊富な湧き水

大野盆地は至る所に地下水が湧いている。

街の南の泉町には「御清水」と呼ばれる有名
オ ショウ ズ

な湧き水があり、古くは殿様の御用水として

使われていたので“殿様清水”とも呼ばれた。
ショウ ズ

ここの湧き水は環境庁指定の名水百選の一つ

に選ばれている。又、街の至る所で湧き水が

飲めるように無料休憩所が整備されている。

名高い大野の水は、大野盆地の四方に聳え

る石灰岩質の山々に染み込んだ伏流水が、盆

地の至る所に湧きだしている。又、この名水

は大野の名産を生み出す原動力にもなってい

る。美味しい水は地酒や味噌、豆腐、ソバな

どの名物を生んだ。

◎朝倉義景墓所

越前の守護大名だった朝倉義景は戦国時代
ヨシ カゲ

末期、織田信長との戦いに破れ居城のある越

前一乗ヶ谷城に逃げ帰ってきた。しかし織田

信長軍は追跡を止めず追い迫ってきたので義

景は父祖累代の一乗ヶ谷城を捨て、朝倉氏勢

力範囲の奥地の越前大野に逃げた。この地で

同族の朝倉景鏡に襲われ自殺した。北陸で勢

力を振るった朝倉氏は滅亡。この戦で金森長

近は功績を認められ織田信長から大野盆地を

貰うことになった。

大野市内に義景の墓が残っている。時代が

移ってから、義景の旧臣の流れのある松田氏

が寛政12年（1800）に五輪塔を建立したもの

である。

小京都の成立要件に就いて

現在、日本には「小京都」と呼ばれるまち

は、全国京都会議に54市町村が登録されてい

る。代表的なのが、金沢、山口、津和野、越

前大野、飛騨高山･･･など沢山ある。小京都と

言う言葉の始まりはごく最近のことで、昭和

40年頃と言われている。然し歴史の始まりは

戦国時代と言われ、戦国大名が京都に憧れて

京都ふうに造り替えたと考えられる。金森長

近も、この時代に既に“小京都”を自らの手

で造ったと言える。

これらのまちに共通するのは、自然の景観

が京都とよく似ていること、また町並みが碁

盤の目状につくられていること、古い民家や

寺町通りのかもしだす雰囲気が、非常に落ち

着いていること、などが挙げられる。

「小京都」の言葉の出所は何でしょう。小京

都とは本物の京都の持つ特徴をいくつかを備

えた地方都市と言ってよい。ゆうなれば京都

のミニチュアで、その条件の第一は京都に似

た風土、自然的な環境があること、南が開け

た盆地のなかに立地する京都と同じように周

りを山で囲まれ、町中を鴨川のような大きな

川が流れていることも必要条件でしょう。
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〈学 術 講 演 会〉

自 平成16年12月

至 平成17年６月

１．日本医師会生涯教育講座

（１）平成17年１月９日

「心停止の治療、全自動除細動器（AED）の使用方法」

札幌医科大学救急集中治療部 助教授 今 泉 均 先生

市立小樽病院麻酔科 岸 川 和 弘 先生

（２）平成17年１月21日

「抗菌薬の適正使用と耐性菌対策」

聖路加国際病院内科感染症科 医長 古 川 恵 一 先生

「院内感染対策の現状と課題」

聖路加国際病院医療安全管理室ICP 坂 本 史 衣 先生

２．北海道医師会認定生涯教育講座

（１）平成17年１月28日

「呼吸器感染症の最前線」

北里大学 客員教授 財団法人佐々木研究所附属杏雲堂病院

顧問 林 泉 先生

（２）平成17年２月14日

「糖尿病の集学的治療」

財団法人太田綜合病院附属太田西ノ内病院 糖尿病センター長

清 野 弘 明 先生

（３）平成17年４月22日

「ＣＯＰＤの診断と治療－現況と課題－」

北海道大学大学院医学研究科 呼吸器内科学分野 教授 西 村 正 治 先生

（４）平成17年６月21日

「全身病としての血栓性治療の考え方」

東海大学医学部 内科学系 助教授 後 藤 信 哉 先生

（５）平成17年６月29日

「医師が知っておきたい心臓突然死とは～予防の最前線～」

北海道大学大学院医学研究所 循環病態内科学 教授 筒 井 裕 之 先生
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〈会員研究発表会〉

１．平成16年度第２回会員研究発表会

日 時：平成17年３月18日（金）18：30～20：30

場 所：小樽グランドホテル ４F グランドホール

１）当院における消化管悪性リンパ腫の検討

小樽協会病院 内科

山本英一郎、山岡 聡

多羅澤 功、森本 一郎

小畑 俊郎、村上理絵子

磯貝 圭輝

節外性悪性リンパ腫は悪性リンパ腫全体の

１/４を占め、消化管に好発する。今回我々は

当院における消化管悪性リンパ腫（MALT ly-

mphoma６例、Lymphoplasmacytic lymphoma１

例、Diffuse large B-cell Lymphoma２例、

Folliculler Lymphoma１例、Mantle cell ly-

mphoma １例）について検討した。MALT ly-

mphoma６例に対して除菌療法施行、６例中５

例で内視鏡的に寛解、現在外来経過観察中（１

～７年）で再発なし、不成功例では手術施行、

深達度SSであった。全身化学療法を施行した

５例中３例でCR、１例がPR、１例は現在化学

療法施行中であった。新WHO分類のどの組織型

であるかにより治療法、予後が異なる。肉眼

形態、通常の病理組織診断のみでは正確な診

断が困難なことがあり、免疫染色、分子生物

学的検索を用いた精査が必要である。

２）新型ダブルバルーン式小腸内視鏡の有用性

小樽掖済会病院 消化器科

勝木 伸一、古川 孝広

深浦 純生、佐々木宏嘉

近江 直仁

【目的】小腸は、その解剖学的特性から検索が

難しく、内視鏡の発展から取り残されていた

と言っても過言ではない。新型フジノン社製

ダブルバルーン式小腸内視鏡は、経口的、経

肛門的どちらからでも挿入が容易で、全小腸

の観察が可能である。今回、我々は、上部下

部消化管内視鏡で出血源がわからず、ダブル

バルーン式小腸内視鏡にて、出血源が判明し

た症例を多数経験したので報告する。

【対象と方法】2004年１月から2005年２月まで

に当院で経験した、上部下部内視鏡で出血源

を特定し得なかった消化管出血18例とした。

【成績と考察】出血源を特定できた症例は11例

（原発性小腸癌１例、脂肪腫２例、潰瘍４例、

憩室２例、血管腫１例。小腸クローン１例）

であった。ダブルバルーン式内視鏡は、原因

不明消化管出血の検索に有用である。
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３）PTUによる重篤な肝障害を引き起こし、

MPO-ANCA陽性であるバセドウ病の一例

北海道済生会小樽病院 内科

水越 常徳、安宅 清志

田中 英司、宮地 敏樹

舛谷 治郎、渡邉 邦彦

札幌病理学研究所

近藤 信夫

今回、PTUによる重篤な肝障害を引き起こ

し、同時にMPO-ANCA陽性である一例を経験し

た。症例は26才女性、他院で加療中も都合で

平成16年３月当院を受診した。前医でPTUが処

方されていたため継続したが、ホルモン値の

低下を認めなかったので確認したところ飲み

忘れが多いことが判明した。きちんと内服す

るようになったが、11/26褐色尿で受診、GOT

516（IU/l）、GPT 896（IU/l）、T. bil 4.8

（㎎/dl）であり、PTUによる薬剤性肝障害とし

て入院となった。適当な内服もブースター効

果を増強させたと考える。PTUを中止してヨウ

化カリウムに変更して経過を観察した。肝生

検では薬剤性肝障害に矛盾しない像であり、

薬剤リンパ球刺激試験（DLST）でも疑陽性で

あった。その後、肝機能は低下し、退院となっ

た。バセドウ病治療に対してはアイソトープ

治療を行った。内服前の値は不明であるが、

PTUでのMPO-ANCA陽性化も報告されているた

め調べたところ、25.8（U/ml）を基準値を上

回っており、抗核抗体も640倍であった。肝障

害を含めPTUの副作用として考えると興味深い

と思われる。

４）当院における院内肺炎症例の検討

南小樽病院 診療部

矢野 諭、瀬畠 克之

山崎 亮、安田 侑二

大川 博樹

当院は131床の療養病床であり、入院患者の

平均年齢は80歳を超えている。また嚥下反射

低下の主因となる脳血管障害を基礎疾患に持

ち、種々の合併疾患を有する患者が多く、こ

れは肺炎の発症には、きわめてハイリスクな

患者背景である。院内肺炎は予防処置や各種

治療手段の進歩にもかかわらず、罹病率や死

亡率は依然として高い。今回われわれは、2003

年１月から2004年12月までの２年間に、当院

で治療を実施した院内肺炎症例を対象として、

患者側要因（基礎疾患、他の合併疾患、栄養

投与ルート、要介護度、使用薬剤など）およ

び微生物側要因（起因菌、薬剤感受性、耐性

など）の面から検討を加え、院内肺炎の特徴

および予防、診断、治療における問題点につ

いて若干の考察を加え報告する。
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５）当院における体外衝撃波結石破砕術の経

験：導入後一年を経過して

北海道済生会小樽病院 泌尿器科

堀田 浩貴、安達 秀樹

村中 貴之

当院では2003年10月に後志管内では初とな

る体外衝撃波結石破砕装置（ESWL）Storz

Modulith SLXの導入を行った。2004年９月ま

での１年間に146例（平均年齢59歳）の新規尿

路結石症例に対して計342回の ESWLを施行し

た。うち１回の治療で終了したのが68例、２

回41例、３回10例、４回６例、５回以上21例

であった。５回以上の例ではうち10例が他の

治療法に移行した。ボルタレンのみで鎮痛薬

の追加投与が不要であったのは146例中80例

であった。合併症として血尿は全例に認めら

れたが、いずれも軽度であった。腎血腫を３

例に経験した。Storz Modulith SLX による

ESWLは有効率が比較的高く、有用であると思

われた。

６）大腸癌肝転移症例に対するTS-1＋weekly

CPT-11を用いた外来化学療法の効果

小樽掖済会病院 外科

奥谷 浩一、佐々木一晃

江副 英理、小西 裕蔵

髙田 義人

小樽掖済会病院 内科

古川 孝広、深浦 純生

佐々木宏嘉、勝木 伸一

近江 直仁

【緒言】われわれは大腸癌肝転移症例に対して

外来通院でTS-1とCPT-11を併用した化学療法

を行っているのでその効果を報告する。

【方法】TS-1：60㎎/㎡を隔日内服投与とCPT-

11：60㎎/㎡を週1回点滴投与を外来で可能な

限り継続した。効果判定はRECISTガイドライ

ンを用いた。

【対象】2004年４月から９月の６ヶ月間に手術

を行った大腸癌のうち肝転移を認めた４例。

【成績】４例中２例でPR、１例で腫瘍の縮小を

認めたがSDで、50%の奏功率であった。１例は

PDであった。PRとなった２例の縮小率は55%お

よび61%であった。またいずれも腫瘍マーカー

は下降傾向にある。有害事象はgrade１相当の

悪心を１例に認め、本人の強い希望により

CPT-11の投与を中止し TS-1のみ継続してい

る。本症例がPDであった。その他に脱毛を1例

で認めたが現在も外来で治療を継続している。

【結論】TS-1とCPT-11を併用した化学療法は、

外来で安全に継続可能で、有効な外来化学療

法の１つであると考えられた。
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７）肺内奇形種の一例

小樽協会病院 外科

田本 英司、鯉沼 潤吉

中久保善敬、奥芝 知郎

川村 健

奇形腫は卵巣、睾丸、仙骨部、後腹膜等に

多く見られ胸腔内では前縦隔の発生が多い。

前縦隔に発生した奇形種が肺内に穿破、浸潤

する症例も報告されているが、肺内に限局す

る肺原発の奇形種は報告例も少なく稀な疾患

である。今回我々は肺内に発生した奇形種の

１例を経験したので、文献的な考察を交えて

報告する。

症例は34歳女性。主訴は特になし。検診時

の胸部X線写真で中肺野に異常陰影を指摘され

精査目的で当院受診した。入院時の身体所見、

血液検査所見では異常所見を認めなかった。

CT、MRIで前縦隔に発生した奇形種と診断し手

術を施行した。腫瘍は縦隔臓器との癒着は認

めたが剥離可能であった。肺との間は癒着も

しくは浸潤のため剥離不能で右肺上中葉切除

を施行した。病理組織学的検査では腫瘍は臓

側胸膜に被われており毛包、汗腺、脂腺、脂

肪組織、膵組織が混在し、細気管支の増生も

認め、肺原発の奇形種と診断した。

８）腹腔鏡下に切除した空腸GISTの一例

済生会小樽病院 外科

木村 雅美、長谷川 格

沖田 憲司、山本 雄治

板谷内科胃腸科医院

板谷 晴隆

症例は57才、男性。2004年９月、健診を目

的に近医を受診し、超音波検査で左上腹部に

腫瘤を指摘された。小腸腫瘍を疑われ精査お

よび手術目的で当院に紹介となった。腹部CT、

MRI検査などで最大径約4.5cmの空腸腫瘍をみ

とめた。Gastrointestinal stromal tumor

（GIST）の診断で、2004年10月28日、腹腔鏡補

助下空腸部分切除術を施行した。腹腔鏡で観

察しつつ、回腸末端より口側に向かって小腸

全体を検索し、Treitz靭帯より約20cmの空腸

に壁外性に発育した腫瘍をみとめた。切除操

作に適した上腹部正中切開で小開腹し腫瘍を

含めた空腸の部分切除を施行した。病理組織

検査では、免疫染色などの特徴からGISTと診

断された。GISTの外科治療に関して若干の文

献的考察を加えて報告する。
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〈臨床医学研究会〉

自 平成17年１月

至 平成17年６月

１．小樽心電図を読む会

（１）平成17年２月９日 症例提供 髙村内科医院 小樽循環器病院

（２）平成17年５月19日 症例提供 市立小樽第二病院 済生会小樽病院

（３）平成17年６月３日 －小樽心電図を読む会特別講演会－

「組織ドプラ法を用いた新機能の評価」

札幌医科大学 機器診断部 湯 田 聡 先生

２．小樽胃と腸を診る会

（１）平成17年１月18日 症例提供 市立小樽病院 小樽掖済会病院

（２）平成17年３月15日 症例提供 済生会小樽病院 小樽協会病院

（３）平成17年５月17日 症例提供 済生会小樽病院 小樽掖済会病院

３．小樽肺を診る会

（１）平成17年２月16日 於 小樽協会病院

（２）平成17年３月16日 於 小樽協会病院

（３）平成17年４月20日 於 小樽協会病院

（４）平成17年５月18日 於 小樽協会病院

（５）平成17年６月15日 於 小樽協会病院
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鳥インフルエンザが今、話題に上っています。あまり、日本のメディアは取り上げない

のですが、中国での鳥インフルエンザの大発生は、アメリカ・英国等では大きく報じられ

ているようです。中国の国内で起きた出来事が、このまま新型インフルエンザの発生へと

続いていくのか？このまま鳥インフルエンザのままで終焉して、今年の冬も例年通りの

〝通常のインフルエンザ対策〟でよくなるのか？…今年の冬はまだ半年も先ですが、健康

危機管理についての議論は既に始っています。鳥インフルエンザは、既に〝鳥の世界の出

来事〟ではなくなりました。WHOも、新型インフルエンザ発生阻止については、積極的な姿

勢をすでに打ち出しているとのことですが、WHOや国立感染症研究所などが、現地に入って

感染対策を直接指揮するのも、SARS以来当然のことになっています。

以前の保健所の業務でしたら、何か集団感染が発生して、そのあとに動く、というパター

ンが多かったと思います。もちろん予防活動はあったにしても、これほどに、緊張感をは

らんだ、「予防活動」というのは、余りありませんでした。インフルエンザといえば、毎年

起こる現象。新型インフルエンザは〝天災〟のひとつ。という風に受け止められていたと

思います。公衆衛生もかなり様変わりしたものです。

そういえば一昨年のSARSのとき、刻々と変わる情報と、将来起こるかもしれない大ブレ

イク対策と…で緊張の一年が過ぎ、結局大ブレイクが起きなかった時、「何も起こらなくて

良かった」という安堵の気持ちと、正直言ってちょっとした肩透かしのような気分とが混

在していた事を思い出します。予防という仕事に、つきものの事です。「結局、何も起こら

なかった」という…

今年も、SARSの時のような緊張の一年となるのだなあ、と台風の前の静けさ～不気味さ

を感じているこの頃です。

保健所だより……
鳥 イ ン フ ル エ ン ザ

小樽市保健所 秋 野 恵美子
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新 入 会 員 紹 介

氏 名 根 間 洋 明
ネ マ ヒ ロ アキ

入会年月日 平成17年４月１日

生 年 月日 昭和41年10月23日生

郵 便 番号 （〒047-0261）
住 所 小樽市銭函３－198

現職または
勤 務 先

札樽病院 内科部長

出 身 地 沖縄県

出 身 高校 沖縄県立宮古高等学校

出 身 大学 香川大学

今 ま での
勤 務 先

秋田県医療法人明和会中通総合病院、勤
医協中央病院、医療法人カレスサッポ
ロ北光記念病院

専 攻 消化器内科

公職、その他

家 族 紹介 妻、子供（５人）

趣 味 旅行

希望・抱負 ①胃癌の早期発見と内視鏡治療
②アスピリン潰瘍の研究
③成人病の治療

氏 名 小 川 貴 士
オ ガ ワ タカ シ

入会年月日 平成17年４月１日

生 年 月日 昭和43年８月５日生

郵 便 番号
住 所

現職または
勤 務 先

朝里整形外科・内科病院

出 身 地 広島県

出 身 高校 修道高等学校

出 身 大学 札幌医科大学

今 ま での
勤 務 先

中村記念病院

専 攻 整形外科

公職、その他

家 族 紹介

趣 味

希望・抱負

氏 名 伊 藤 義 雄
イ トウ ヨ シ オ

入会年月日 平成17年５月１日

生 年 月日 昭和22年６月16日生

郵 便 番号 （〒004-0072）
住 所 札幌市厚別区厚別北

２条２丁目5-10

現職または
勤 務 先

勤医協小樽診療所

出 身 地 夕張市

出 身 高校 夕張北高等学校

出 身 大学 北海道大学

今 ま での
勤 務 先

勤医協中央病院

専 攻

公職、その他

家 族 紹介 妻、娘

趣 味 ランニング、クラシック音楽鑑賞

希望・抱負 早く一人前のプライマリーケア医にな
れるよう頑張る所存です。

氏 名 松 本 晋一郎
マツ モ ト シンイ チロウ

入会年月日 平成17年５月１日

生 年 月日 昭和49年２月18日生

郵 便 番号
住 所

現職または
勤 務 先

北海道済生会小樽病院

出 身 地 千葉県

出 身 高校 北海道札幌北高等学校

出 身 大学 札幌医科大学

今 ま での
勤 務 先

札幌厚生病院

専 攻 内科、消化器科

公職、その他

家 族 紹介 独身

趣 味 ドライブ

希望・抱負 地域医療に貢献する。小樽での生活を
楽しむ。（両立は困難か?!）
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氏 名 山 本 健 治
ヤ マ モト ケン ジ

入会年月日 平成17年６月１日

生 年月 日

郵 便番 号
住 所

現職または
勤 務 先

石橋病院

出 身 地

出 身高 校

出 身大 学

今 まで の
勤 務 先

専 攻

公職、その他

家 族紹 介

趣 味

希望・抱負
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会 員 の 異 動

平成16年12月１日～平成17年６月30日

区 分 月 日 会 員 名 医 療 機 関 備 考

〈平成16年〉

異 動 ８月16日 本 間 勉 医療法人社団 野口病院 札幌宮の沢病院

廃 院 12月31日 佐 川 秀 逸 さがわ産婦人科

〈平成17年〉

入 会 １月１日 岸 川 和 弘 市立小樽病院

管理者交代 １月１日 安 達 英 明 医療法人社団 安達内科医院

管 理 者
（院 長） １月１日 安 達 昌 宏 医療法人社団 安達内科医院

管理者交代 １月１日 奥 田 石 雄 医療法人北仁会 石橋病院

管 理 者
（院 長） １月１日 白 坂 知 信 医療法人北仁会 石橋病院

退 会 ２月２日 奥 田 石 雄 医療法人北仁会 石橋病院

廃 院 ２月28日 大 島 昭 夫 医療法人社団 大島内科

廃 院 ３月31日 秋 保 充 蘭島医院

廃 院 ３月31日 澁 谷 昭 雄 澁谷整形外科クリニック

退 会 ３月31日 鈴 木 将 覚 医療法人北仁会 石橋病院

退 会 ３月31日 角 田 正 直 医療法人北仁会 石橋病院

退 会 ３月31日 安 達 理 恵 医療法人社団 安達内科医院

退 会 ３月31日 佐 藤 光 男 市立小樽病院

退 会 ３月31日 丹 野 巌 小樽掖済会病院

退 会 ３月31日 池 田 輝 明 市立小樽第二病院

退 会 ３月31日 館 野 知 己
社団法人北海道勤労者医療協会
小樽診療所

退 会 ３月31日 古 本 智 夫 小樽循環器病院

異 動 ４月１日 渡 邊 雅 敏 医療法人勉仁会 東小樽病院

入 会 ４月１日 根 間 洋 明 医療法人ひまわり会 札樽病院
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区 分 月 日 会 員 名 医 療 機 関 備 考

異 動 ４月１日 大 塩 至 野口整形外科 市立小樽病院

異 動 ４月１日 板 垣 忠 久 医療法人ひまわり会 札樽病院 市立小樽病院

管理者交代 ４月１日 森 岡 時 世 市立小樽病院

管 理 者
（院長代行） ４月１日 上 野 洋 男 市立小樽病院

入 会 ４月１日 西 雅 子 小樽掖済会病院

入 会 ４月１日 小 川 貴 士 医療法人みやび会 朝里整形外科病院

廃 院 ４月30日 井 上 勇 井上内科医院

退 会 ４月30日 原 啓 一 医療法人ひまわり会 札樽病院

入 会 ５月１日 岩 崎 智 紀 小樽掖済会病院

入 会 ５月１日 伊 藤 義 雄 社団法人北海道勤労者医療協会小樽診療所

入 会 ５月１日 松 本 晋一郎 社会福祉法人恩賜財団済生会支部北海道済生会小樽病院

退 会 ５月31日 飯 岡 和 彦 医療法人みやび会 朝里整形外科おたるクリニック

入 会 ６月１日 山 本 健 治 医療法人北仁会 石橋病院

入 会 ６月１日 橋 本 司 医療法人社団 一視同仁会札樽・すがた医院

入 会 ６月１日 馬 場 顕 介 医療法人輪生会 朝里病院

勤 務 先
名 称 変 更 ６月１日 小 川 貴 士

医療法人みやび会朝里整形外科内
科病院

医療法人みやび会朝里整
形外科病院

勤 務 先
名 称 変 更 ６月１日 大久保 隆 夫

医療法人みやび会朝里整形外科内
科病院

医療法人みやび会朝里整
形外科病院

勤 務 先
名 称 変 更 ６月１日 藤 岡 久 医療法人みやび会朝里整形外科内科病院

医療法人みやび会朝里整
形外科病院

管理者（院長）
勤務先名称変更 ６月１日 寺 島 弘 史

医療法人みやび会朝里整形外科内
科病院

医療法人みやび会朝里整
形外科病院

管 理 者
（院 長） ６月１日 寺 島 雅 志

医療法人みやび会朝里整形外科お
たるクリニック

医療法人みやび会朝里整
形外科病院

退 会 ６月20日 岡 田 純 一 医療法人社団 三ツ山病院

廃 院 ６月21日 田 原 利 也 田原内科眼科医院

退 職 ６月21日 田 原 ヨシ子 田原内科眼科医院
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職 員 の 異 動

区 分 月 日 職 氏 名 備 考

夜間急病センター 退 職 ２月27日 夜勤事務 能 代 俊 枝 定 時 職 員

事 務 局 採 用 ４月１日 事務局長 佐 藤 昭 夫

事 務 局 昇 格 ４月１日 事務主任 中 村 優 子
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月 間 日 誌

平成16年12月１日～平成17年６月30日

〈平成16年〉

12月１日（水） 役員・職員懇親会／産業保健

センター相談日

３日（金） オープン病棟懇話会

４日（土） 禁煙推進フォーラム

８日（水） 三役総務会／産業保健センタ

ー相談日

10日（金） 定例理事会

15日（水） 産業保健センター相談日

17日（金） 内科医部会幹事会

18日（土） 糖尿病食事療法講習会

29日（水） 総務部委員会

仕事納め

〈平成17年〉

１月４日（火） 仕事始め

新年交礼会

５日（水） 三役総務会

６日（木） 北海道医師会新年交礼会

小樽市新年交礼会

７日（金） 札幌市医師会新年交礼会

11日（火） 定例理事会

12日（水） 産業保健センター相談日

看護高等専修学校入試（学科）

15日（土） 看護高等専修学校入試（面接）

18日（火） 胃と腸を診る会

19日（水） 整形外科部会新年会

産業保健センター相談日

21日（金） 院内感染フォーラム

22日（土） 医師会・扶仁会新年合同懇親会

26日（水） 総務部委員会

産業保健センター相談日

28日（金） 学術講演会

２月２日（水） 三役総務会

基本健診受託医療機関研修会

産業保健センター相談日

４日（金） 眼科部会

８日（火） 講師会

９日（水） 心電図を読む会

産業保健センター相談日

10日（木） 定例理事会

12日（土） 新春麻雀大会

13日（日） 後志ブロック医師会長等連絡

協議会
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14日（月） 学術講演会／中央医会打合せ

会

16日（水） 産業保健センター相談日

肺を診る会／整形外科部会

オープン病棟ゼミナール

18日（金） 中央医会50周年記念会

19日（土） 糖尿病食事療法講習会

20日（日） 介護保険担当理事連絡協議会

21日（月） 花園医会

23日（水） 産業保健センター相談日

総務部委員会／南小樽医会

23日（水） 地域産業保健センター連絡協

議会

24日（木） 介護認定医研修会

外科部会／産業医・スポーツ

ドクター部委員会／学校保健

委員会講演会

25日（金） 内科医部会

27日（日） 乳幼児保健講習会

３月１日（火） 看護学校卒業式

２日（水） 三役総務会

産業保健センター相談日

３日（木） 看護学校入試（学科・二次）

５日（土） 看護学校入試（面接・二次）

９日（水） 職場へのリスクアセスメント

導入に関する研修会

産業保健センター相談会

10日（木） 定例理事会

11日（金） 監査会

14日（月） 内科部会幹事会

15日（火） 胃と腸を診る会／講師会

16日（水） 産業保健センター相談日

肺を診る会／中央医会幹事会

17日（木） 小樽地域産業保健センター運

営協議会

結核医療技術者講習会

18日（金） 会員研究発表会

19日（土） 糖尿病食事療法講習会

22日（火） 新任介護認定医研修会

25日（金） 花園医会

26日（土） 第126回定時総会

医師連盟総会

29日（火） 学校医部会幹事会

30日（水） 総務部委員会

産業保健センター相談日

４月６日（水） 三役総務会

産業保健センター相談日

７日（木） 看護高等専修学校入学式

13日（水） 定例理事会

産業保健センター相談日

14日（木） 市民健康教室

オープン病棟委員会

15日（金） 学校医部会総会

16日（土） 糖尿病食事療法講習会

20日（水） 肺を診る会

産業保健センター相談日

21日（木） 内科部会総会

22日（金） 学術講演会

第１回労働災害防止団体等連

絡会議／眼科部会

23日（土） 個人情報保護担当理事連絡協

議会

25日（月） 中央医会

26日（火） 外科部会総会

看護高等専修学校戴帽式

27日（水） 総務部委員会

第１回救急医療実務者会議

28日（木） 市民健康教室
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南小樽医会総会

５月２日（月） 三役総務会

９日（月） 広報部委員会

11日（水） 定例理事会

12日（木） 市民健康教室

急病センターと薬剤師会との

会合

17日（火） 胃と腸を診る会

18日（水） 肺を診る会／整形外科部会

産業保健センター相談日

労災保険指定病院協会・小樽

支部役員会

19日（木） 心電図を読む会

20日（金） 道医事務連絡協議会

花園医会例会

21日（土） 北海道思春期研究会並びに小

樽思春期性感染症問題懇話会

糖尿病食事療法講習会

23日（月） 看護学校50周年記念実行委員

会

26日（木） 総務部委員会

市民健康教室

６月１日（水） 産業保健センター相談日

２日（木） 救急医療部委員会

３日（金） 心電図を読む会

８日（水） 三役総務会／定例理事会

産業保健センター相談日

９日（木） 監査会／市民健康教室

内科部会幹事会／道医、TV会議

実施に向けての打合せ

12日（日） ウォークラリー

14日（火） 扶仁会幹事会

15日（水） 肺を診る会／産業保健センタ

ー相談日

16日（木） 自民党小樽市議会議員との勉

強会

17日（金） 小児科部会

18日（土） 糖尿病食事療法講習会

21日（火） 学術講演会

23日（木） 市民健康教室／小樽地域産業

保健センター運営協議会

24日（金） 第127回臨時総会

26日（日） 北海道ドクターズゴルフ大会

29日（水） 産業保健センター相談日

学術講演会

30日（木） 総務部委員会
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編 集 後 記

４月に発足した城新会長に率いられた新執行部は、すでにフル回転で各々に任せら

れた仕事に取り組んでいます。日野原先生をお招きした市民健康教室第600回記念講演

会は立ち見の出る盛況で大成功でした。10月には看護学校50周年記念事業など大きな

行事が今後も相次いで開催されます。また、地方への権限委譲に伴う医療へのしわ寄

せを防止するための働きも郡市医師会にとって大きな問題になって来ています。市議

会議員や鉢呂代議士との懇談は、そのような背景の中で医師会の発言力を高めておく

努力の一つといえましょう。小樽市の救急医療体制検討委員会にも参加し、市民に最

善の救急医療体制を提供するための発言を続けています。「医師会だより」では今後、

会員の皆さんの活躍の様子をお伝えしていきたいと思っています。盛大な声援と幅広

い皆さんからのご寄稿を期待しています。

私は広報部を担当させていただくことになりました。広く各方面と接触し、情報の

収集と提供に努めてまいる予定です。鉢呂代議士とのコンタクト、「ＦＭおたる」での

意見提供などを進めてきました。また異業種の方々との意見交換も今後色々と企画し

ていく予定ですが、手始めに８月29日には小樽商科大学助教授片桐由喜先生をお招き

して特別講演会を開催し、「医療保険制度における法的諸問題」についてご講演いただ

く予定です。新しい試みですので、多くの会員のご出席をお願いいたします。一方、

医師会のホームページの改訂が手つかずになっているなど不十分な面も多く残されて

いますが、手探りで医師会の広報活動を切り開いている状態です。今後ともよろしく

ご指導をお願いいたします。

大口先生から引き継がせていただいて、初めての編集後記です。書いた物を載せて

いただいたことはありましたが、自分で校正などに取り組んだのは初めてでした。寛

大（?）で雑（!）な性格のため何を読んでもまあ良いじゃないかと思ってしまい、な

かなか赤ペンが入りません。難しい物です。日付など少しぐらい違っていても困る人

もいないだろうとか、そんな表記もあるのだろうなどのんきに考えていいましたら、

佐藤局長がどのページにも沢山の付箋を付けて立派な校正に仕上げてくださいました。

どうも校正は苦手です。コンピュータが勝手に直してくれると良いのだがと思います。

私の書いた文章に非常に誤変換が多いのはコンピュータを盲信しているためです。し

かしまだＨＡＬ（キューブリックの映画、「2001年宇宙の旅」に出てくる優秀な個性あ

るコンピュータ）の様に言語能力にも信頼性の高いコンピュータはまだ出来ていませ

ん。どの程度皆さんの診断に耐える編集になっているか忌憚のないご意見をお寄せ下

さい。また「医師会だより」のあり方についても気楽にご意見をお聞かせ願えれば幸

いです。

広報部担当理事
髙 村 一 郎
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